
            

            

            

            

        

 

 

 

 

令和７年２月２７日（木）に同窓会入会式、２月２８日（金）に第６０回卒業証書授与式が行われ、２７０名の３年

生が西高を巣立ちました。この学び舎で共に過ごした大切な思い出を胸に、新たな一歩を踏み出し、夢を実現させてく

ださい。 

  

 

 

 

 

 

厳しい冬の寒さが名残を惜しむようにとどまる中、頬をなでる風が少しずつ陽気を帯び始め、春の足音を聞く季節と

なりました。本日は、私たち二七〇名のために、かくも厳粛かつ盛大な卒業式を挙行していただき、誠にありがとうご

ざいます。卒業生を代表し深く感謝申し上げます。 

二〇二二年、四月。猛威を振るった新型コロナウイルスの終息が見えてきた頃、私たちは第六〇回生として、佐賀西

高校の校門をくぐりました。信じられないほど重い教材と、未知の環境への戸惑いと不安を抱えつつも、新たな学びと

出会いに心躍らせながら迎えた高校生活の幕開けでした。 

最初は、一日七時間の授業と、遅くまでの部活動に、疲れ果てながら帰宅する日々でした。それでも懸命に授業につ

いていくうちに、学びに楽しみを見出すようになりました。多くのテストと補習を乗り越えてきた今、改めて自らの成

長を感じます。 

そうして勉学に励む一方、大切な友人とともに、数々の思い出を作ってきました。クラスマッチでは声を出してクラ

スメイトを応援し、中学では中止になった修学旅行にも行くことができました。西高祭において、それぞれの立場で協

力して一つのものを作り上げたときの、達成感と感動は忘れられません。昼休みには向かい合って、たわいない会話を

しながらご飯を食べる、そんなありきたりな時間も、コロナ禍では失われたからこそ、尊く感じられました。 

そんな私たちの高校生活は、変化とともにありました。特筆すべき大きな変化は、やはり私たちが三年生になった年

に導入された、標準服制度です。代々の先輩方から受け継いだ思いと、制服検討委員会の努力の結晶といえるでしょう。

様々な服装の生徒が集う様子は、最初は目新しく感じられましたが、次第になじみ、西高ならではの光景となりました。 
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そして、私たちが学ぶ内容もまた、大きく変わりました。世相を反映するかのように「情報」という教科ができ、入

試問題も思考力に重点を置いたものとなりました。手探りの状態の中、私たちはその変化に順応し、乗り越えてきまし

た。 

学校の外に目を向けると、私たちが歩んでいく世界もまた、目まぐるしく変化していることを感じます。佐賀西高校

の校歌が歌う、世界平和と日本の発展。そのどちらもが、不安定に揺らいでいます。情報があふれ、何が真実かも分か

らない曖昧な世界を、私たちは歩んでいかなければなりません。 

変化する世界で生きていくには、私たち自身も変化し続けていく必要があります。そんな時に私たちを支えるのは、

私たちが積み重ねてきた、確かな蓄積ではないでしょうか。それは、学問のあり方にも似ています。今、数え切れない

ほど存在する学問の分野は、常に成長と変化の可能性を秘めており、だからこそ数多の人をひきつけてやみません。そ

んな学問を支えるのは、先人たちが積み上げてきた、学問の歴史ともいうべき膨大な蓄積です。未だに真偽を確定でき

ない仮説も、すでに誤りだと証明された学説さえも内に抱えて、学問は新たに変化し続けています。変化と成長の重要

性と、それを支える、確かな歩みの軌跡。私たちは、様々なことを学び、経験し、たくさんの言葉をもらって、ここま

で歩んできました。これからそこに新しい意味を見出し、記憶は少しずつ形を変えていくかもしれません。しかし、確

かに積み上げてきた私たちの歴史は、これからの私たちが混沌とした世界の中を歩んでいくのを、きっと支えてくれる

のだと信じるのです。 

そして、私たちに数多くの学びと経験を与えてくれた佐賀西高校、並びに私たちを支えてくれた多くの方々に、心か

ら感謝したいと思います。 

先生方へ。 

部活動の指導や、日々の綿密な授業、進路指導など、多岐にわたり、三年間大変お世話になりました。中学までとは

比べ物にならないほど、学習内容が多く、深くなりましたが、どの教科の授業も、新たなことを学べるのがとても楽し

く、充実した時間でした。学びたいことを学び、目指したい場所を目指すことができる、その幸せを、改めてかみしめ

ています。進路に悩み、受験勉強に苦しんだ時も、常に寄り添ってくださる先生方の存在に支えられてきました。これ

からも、さらに学びを深めながら、たゆまぬ努力を続けていきたいと思います。三年間、本当にありがとうございまし

た。 

家族へ。 

日々のお弁当や送迎といったサポートに、十八年間かけてくれたたくさんの言葉に、ただ側にいてくれたことに、ど

れだけ支えられてきたことか、とても言葉では言い尽くせません。時にぶつかりながらも、誰よりも近くに寄り添って

くれたその存在の大きさを、今改めて実感しています。十八年間、抱えきれないほどの愛を、ありがとう。この先も私

たちは様々な面でお世話になると思いますが、これから多くの事を経験しながら、一歩ずつ、自分の人生を歩んでいき

ます。その歩みを、どうか今後も見守って頂けますよう、よろしくお願いします。 

在校生へ。 

部活や生徒会活動など、関わり方は様々でしたが、皆さんと交流した時間は、私たちにとってかけがえのないもので

した。そして、日々学校行事や部活動に真摯に取り組み、成長していく皆さんの姿をとても頼もしく感じていました。

これからも、一日一日、一つ一つの学びを大切にしながら、自らを律する強い心をもって、努力を続けてください。皆

さんの活躍を、卒業生一同、それぞれの場所から期待し、応援しています。 

ともに卒業する皆さんへ。 

部活動で苦楽を共にし、切磋琢磨しながら共に学ぶ。ともに行事を作り上げ、何気ない会話で顔を見合わせて笑う。

苦しい時間もありましたが、時が過ぎゆくのが惜しくなるほど、幸せな時間でした。かけがえのない三年間を、ありが

とう。 

これから私たちは道を分かち、それぞれの道を歩んでいくことになります。その道のりも、立ちはだかる壁も、一人

ひとり違うでしょう。それでも、悩み、迷い、他者の助けも得ながら、ともに前に進んでいきましょう。私たちならば、

色褪せぬこの三年間を胸に、自らの人生に真摯に向き合い、一歩一歩歩んでいくことができると確信しています。 

この混迷の時代の中、すべての人が自らの人生に希望を見出しうる未来を創っていくこと、そのための努力を惜しむ

ことなく着実に前に進んでいくことを、ここに集う皆様に固くお誓い申し上げるとともに、我らが母校、佐賀西高校の

益々の発展を祈念しまして、答辞と致します。 

令和七年 二月二十八日 卒業生代表 池邉実璃 



 

 

 

 

 

肌をさすような冷たい冷気もいつのまにか和らぎ、佐賀西高校までの通学路にも、春の暖かさと香りが感じられる季

節となりました。 

本日、佐賀西高等学校をご卒業される三年生の皆様、ご卒業おめでとうございます。在校生一同心よりお祝い申し上

げます。 

先ほど先輩方が晴れやかにご入場される姿を見て改めて先輩方とのお別れの時を実感しています。 

佐賀西高校を卒業される先輩方には、今どのような景色が見えているでしょうか。三年間苦楽を共にした仲間とのか

けがえのない思い出、恩師と放課後まで論じ合ったあの日、これからの期待と希望に溢れた未来など様々だと思います。 

一方で私たち後輩の頭に浮かぶのは、思い返せば２年前、右も左もわからない私たちに優しく接してくださった先輩、

部活動でともに高めあい、優しく、時には厳しく、指導してくださった先輩、生徒会で私たちを引っ張り、佐賀西高校

をより良いものに築き上げてくださった先輩、勉強と両立しながらどんな時も笑顔で台風にも負けず、歴史に残る西高

祭を作り上げた先輩、など、先輩方とともに過ごした日々の思い出です。 

先輩方は私たち後輩にとって目指すべき方向を示す「指針」であり、常に私たちの憧れです。そんな先輩方と過ごす

ことが出来たこの二年間はとても充実した時間でした。先輩方が築き上げてくださったこの素晴らしい佐賀西高校を今

度は、私たちが先輩方と同じように歴史と伝統を重んじつつ、後輩たちに誇れるような学校にしていきたいと思います。 

ここで僭越ながら、未来へと一歩を踏み出される先輩方に一つ言葉をお送りします。  

「人生が困難なのではない。あなたが人生を困難にしているのだ。人生は、きわめてシンプルだ。」  

この言葉は心理学の三大巨頭の１人であるアルフレッド・アドラーが述べた言葉です。私たちはつい周りの目を気に

して立ち止まってしまう時があります。しかしそれが挑戦の妨げになってしまうのはもったいないと思います。実は人

生を複雑にしているのは自分自身です。だからこそ先輩方、西高での日々を糧に失敗を恐れず挑戦し続けてください。

いつだってシンプルに、先輩方の心の向かう方に突き進み、いつまでも私たちの指針であってください。  

 最後になりますが、卒業生の皆様のご多幸と、さらなるご活躍を願い、送辞といたします。 

令和七年 二月二十八日 在校生代表 江川美咲 

 

 

令和７年度の予定 ※在校生分のみ掲載しています。変更になる場合があります。 

 

3 月 24 日 （月） 終業式 退任式 

3 月 25 日 （火） 春休み（～４月６日（日）まで） 

4 月 4 日 （金） （２・３年生クラス編制発表15：00～） 

4 月 7 日 （月） 新任式 始業式 大掃除 入学式準備 

4 月 8 日 （火） 入学式 ※２・３年生は自宅学習 

4 月 9 日 （水） ２・３年生課題テスト 健康診断 面談週間（～4月18日（金）まで） 

4 月 11 日 （金） 対面式 部紹介 

4 月 14 日 （月） クラス写真撮影 

4 月 18 日 （金） ２・３年１日旅行 

 

 

 

 
送 辞 



クラスマッチ 
３月１８日（火）、１・２年生はクラスマッチを行いました、今回の種目はドッジボールです。各学年の試合が終わった

後、優勝クラスの生徒と先生方有志でエキシビションマッチを行いました。生徒会役員のみなさん、企画・運営ありが

とうございました。 

 

 

 

＊本校ホームページの中の「イベントギャラリー」に各行事の写真を掲載しておりますので、是非ご覧ください。 


